民族表象と経営 : 中国ミャオ族／モンの「文化伝承保護館」の取り組みから by 宮脇 千絵
『人類学研究所 研究論集』第 6号（2019） 























































































『人類学研究所 研究論集』第 6号（2019） 




管轄となった。1957 年には全国に、建国時の 3 倍である 72 の博物館施設ができた。その
後、文化大革命での混乱を経て、1980 年代から国家文物局によって改めて博物館事業が展
開されていく（呂 2004: 6-7）。現在は、国家級、省・市級、それ以下の小規模なもの、つま







が制定されているのみである（李 2005: 6）。 
 このような中国における「私人博物館」研究においては、人員や管理能力の欠如、運営資
金の不安定さ、コレクションの質や数の問題、法や制度遵守に関する問題などが指摘される
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ら X村に移住をし、2014年 5月から館の建設を始め、2015年に開館させた。 






















寻根问祖的重要殿堂」、「Ntawm No Yog 
Txoj kab Tang Hmoob Keeb Hmoob 
Kum, Ntawn No Yog Txoj Kev tang 
Hmoob Txuj Hmoob Ci」と書かれたパネ
ルが掲げられている（写真２）2。翻訳す
                                                   



















































                                                   






『人類学研究所 研究論集』第 6号（2019） 






































                                                   
4 筆者はインターネットの記事でこの館の存在を知り、2017 年 3 月に事前連絡をせずに訪





































館は H 氏が私財を投じて設立したものである。H 氏の教師時代の給与は 2000 元弱（約








                                                   
6 H氏らの故郷である麻栗坡県では 1980年代にエメラルドが発見された。1996年には「中
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提供されるが、その他の客からは利益を得ることもある。例えば、2018 年 8 月 17 日の昼
に、突然 4人の客がやってきた。彼らは浙江省から別の用事でここに来たといい、たまたま
看板を見て食事を取りに寄ったのだと説明した。急遽、H氏の妻が展示場を案内し、そのあ
いだに H 氏と、ちょうど家にいた長男の嫁が食事の準備にとりかかった。H 氏は鶏を絞め
て、「苗薬薬膳鶏」すなわち鶏と三七ニンジン8の鍋を作り、提供した。彼らからは食事代を
                                                   
国エメラルド」とのブランド名が付けられ、中国唯一のエメラルド原産地として麻栗坡県が
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 中国では、1976 年に文化大革命が終結した後の 1980 年代以降、政府主導で経済の再開
発がおこなわれ、文化に対する自信の回復も図られた。文化が革命の対象から保護の対象に
なった時代である（櫻井ほか 2011: 6）。その後、この 30年で 4億弱の国民が農民から市民
へとなり、都市化、都市型生活様式をおこなう者が増加した。その結果、伝統的なものが否
定され、農村でも消滅の危機にさらされるようになった。そのため、伝統文化や農村に対す















































 2015年の時点で、文山州には、国家級無形文化遺産が 5項目、伝承人が 5人、省級が 30















                                                   
10 無形文化遺産は中国語で「非物質文化遺産」と表記される。 
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人々が考えているのだ、という（長谷 2016: 478）。 
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